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まえがき 

 
 がんは、１９７７年（昭和５２年）から都民の死因の第１位となり、２０１１年（平成２３年）

にはがんによる死亡者数は３万人を超えるなど、都民の健康的な生活や生命に影響を与える重大

な疾患となっています。 
国は、２０１６年（平成２８年）１２月に「がん対策基本法」を改正し、翌２０１７年（平成

２９年）１０月には「がん対策推進基本計画」を変更しました。この計画では「がん患者を含め

た国民が、がんを知り、がんの克服を目指す。」ことを全体目標に掲げ、より一層のがん対策の充

実を目指しています。 
 東京都においても、２００８年（平成２０年）３月、がんの予防から治療及び療養生活の質の

向上に至るまでの総合的な計画である「東京都がん対策推進計画」を策定し、２０１８年（平成

３０年）３月には、それまでの施策の成果を基に、国の基本計画も踏まえ、都の特性を十分に反

映した独自の施策を盛り込んだ第ニ次改定を行いました。都民と一体となり、がんに負けること

のない社会の実現を目指した様々ながん対策に取り組んでいます。 
 がん対策を効果的に実施するためには、がんの罹患や死亡等の正確な実態を把握することが必

須であり、その中心的な役割を果たすのががん登録です。東京都では、がんの発病から治療、死

亡に至るまでの情報を収集し、分析することによって、地域におけるがんの状況を把握し、がん

検診や効果的な医療計画・予防対策の企画や評価に役立てるため、２０１２年（平成２４年）７

月から「地域がん登録」を開始しました。 
 ２０１６年（平成２８年）１月には「がん登録の推進に関する法律」の施行により、全国がん

登録が開始されました。全国レベルでの網羅的ながん情報の収集と照合が可能となることで、登

録精度の更なる向上及びがん対策の更なる充実が期待されています。 
 本報告書は、都における２０１４年－２０１５年（平成２６年－２７年）のがん登録の状況に

ついて、とりまとめたものです。本書が、がん予防、医療活動の疫学研究など関係各方面の皆様

方に幅広く活用され、がん対策の一助となれば幸いに存じます。 
 最後に、本事業にご協力いただきました各医療機関等、関係機関の方々に厚くお礼申し上げま

すとともに、引き続き、がん登録事業の円滑な実施に御協力御支援を賜りますようお願い申し上

げます。 
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